
花巻PAスマートICの整備効果について
【花巻PAスマートIC 地区協議会】



１. 花巻PAスマートICの概要 1

○開通日時 令和６年３月２０日(水・祝)15時

○接続位置 東北縦貫自動車道 北上江釣子IC～花巻南IC間

（岩手県花巻市諏訪（上り線）、大谷地（下り線））

○接続道路 (市)山の神諏訪線(上り線)、(県)花巻和賀線(下り線)

○運用形態 一旦停止型フルインター形式

○接続形式 上下分離型

○利用時間 24時間

○対応車種 ETC車載器を搭載した全車種

仙台方面（上り線）

青森方面（下り線）

▼花巻PAスマートIC・航空写真

▼花巻PAスマートIC・位置図

出典：地理院地図に路線名等を追記して掲載
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2-１. 開通後の利用状況 ・ 整備効果 2

◆花巻ＰＡスマートインターチェンジの利用状況

○ 累計交通量 令和６年３月２０日（開通日）～令和７年８月末まで 約 ６０ 万台

○ 平均利用台数 約 1,200 台/日（毎月利用台数は増加傾向）

○ 前後３IC（北上江釣子IC、花巻PAスマートIC、花巻南IC）の合計利用台数はやや増加傾向

○ 利用交通量の約６割が 「花巻PAスマートIC」 ⇔ 「盛岡・青森方面」 で利用

○ 上下分離型のインターチェンジのため、進行方向を誤って進入する事案や、ETC非搭載車が誤って進入、流出する事案が発生

○ 整備中の「花南産業団地」が供用開始となることで、利用台数の増加に期待



花巻PAスマートIC出入口交差点(下り)

花巻PAスマートIC出入口交差点(上り)

2-２. 開通後の利用状況－交通量調査 3

◆調査概要

○ 調査目的:花巻PAスマートIC供用後における周辺道路の交通現況整理にあたり、交通量を把握することを目的として実施

○ 観測箇所：花巻PAスマートIC出入口交差点(上下各1箇所・計2箇所)

○ 観測日：令和7年7月9日（水）

○ 観測時間：7時～19時(計12時間）

▼調査箇所位置図 ▼調査箇所詳細図

出典：地理院地図に交差点名等を追記して掲載

出典：地理院地図に路線名等を追記して掲載

上り下り

花巻PAスマートIC下り

花巻PAスマートIC上り

◆調査結果（概要）

○ 上り方面・・・流出方向は国道４号方面への流動が約８割、

流入方向は花巻市街側からの流動が約７割

○ 下り方面・・・流出方向は花巻市街方面への流動が約７割、

流入方向は花巻市街方面、轟木方面とほぼ同じ

○ スマートIC開通後、上り線接続道路「市道山の神・諏訪線」の交通量が増加、

下り線接続道路「県道花巻和賀線」の交通量に変化なし



2-３. 開通後の利用状況－アンケート調査 4

◆調査目的 花巻PAスマートICにおける利用実態と効果について把握し、更なる利用促進や利便性向上に向けた基礎資料を得る事を目的として実施

○ 回収方法・票数 （約１カ月間実施）

▼配布チラシ例(調査員配布・留め置き用)

回収方法 票数

WEB
配布チラシまたはポスター記載のQRコード、
または市HP記載のURLよりアクセスして回答

1,757票

はがき

配布チラシ(調査員・留め置き)についたハガキに回答
し、郵送で市宛に送付、または市内各施設に設置した
回収箱に投函。

90票

合計 1,847票

◆アンケート調査（主な意見）

○ 移動時間が短くなった

○ 高速道路が利用しやすくなった

○ 花南産業団地や病院の利活用等、地域活性化に期待できる。

○ 周辺道路で交通事故が多発しており、信号機を早急に設置してほしい

○ 主要道路からの案内や上り線・下り線の誘導標示が不足

○ PA内を利用後に出口へ行けるようにしてほしい

仕事

21%

通勤/通学

4%

帰省

7%観光/旅行

41%

買い物

17%

通院

2% その他

8%

回答数:1,247

◆利用目的

とても良かった

34%

どちらかといえば良かった

43%

どちらともいえない

20%

どちらかといえば

悪かった

2%

とても悪かった

1% 未回答(※)

0.3%

回答数:1,847

◆花巻PAスマートICの
総合的なイメージ

◆アンケート結果（抜粋）

○ 利用目的は、「観光/旅行」が４割、「仕事」、「買い物」がそれぞれ２割を占める

○ 総合的イメージは約８割が「良かった」と回答



・スマートIC整備により、高速を利用する搬出入は基本的に全てスマートIC利用
に切り替えており、大幅な時間短縮に繋がっている。

・東北6県で営業活動をする際、花巻南ICまで出る必要がなくなることで、短縮し
た時間を営業活動に充てることが可能となり、非常に助かっている。

◆周辺企業からの所要時間・距離の変化

３-1. 整備効果－地域産業の支援（製造業) 5

花巻PAスマートIC整備に伴い、周辺企業の入出荷や営業活動において、移動の所要時間が短縮し、効果を実感。
花巻PAスマートIC周辺に「花南産業団地」が新たに整備。供用開始に伴い新規企業立地促進に期待。

R7.9  ヒアリング結果

■花巻市内・産業機器製造業者
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107

花巻南IC

北上江釣子IC

花巻空港IC

花巻JCT

産業機器
製造業者
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貫
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花巻PAスマートIC

花南産業団地
（分譲中・

R7.1２供用開始予定）

(市)山の神諏訪線

花巻PAスマートIC
整備後ルート

花巻PAスマートIC
整備前ルート

花巻機械金属
工業団地

▼産業機器製造業者～北上江釣子IC間
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◆周辺企業の声
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◆花南産業団地について

花南産業団地

• R7.1２供用開始予定。
• 高速道路網がクロスし、新幹線駅・空港

に近接したアクセス抜群の立地が特徴。
• 花巻PAスマートICへは車で3分の距

離にあり、セミトレーラーの通行が可能。

資料：花巻市企業立地ガイドHP

敷地面積：全32.9ha
(うち分譲中12.3ha)

画像出典：花巻市企業立地ガイドHP

▼北上工業団地～花巻JCT間

◆整備箇所周辺の工業団地・想定ルート

北上工業団地

ｚ

(分) (分)

約7分
短縮

出典：ETC2.0プローブデータ(平日昼間12h平均速度)
※整備前→R5.5、整備後→R7.5



・主に盛岡方面への出荷にスマートICを利用している。
・スマートIC整備による輸送時間短縮によって輸送コストの削減が見られた。
・道路状況などを考慮して輸送ルートを柔軟に選択できるようになった。

・スマートIC整備により、行き来がしやすくなり、輸送時間が短縮。輸送ルートの選択肢も増えた。

３-1. 整備効果－地域産業の支援（農林漁業) 6

花巻市公設地方卸売市場では主に盛岡方面への出荷の際に花巻PAスマートICを利用。
花巻PAスマートIC整備に伴い、花巻市公設地方卸売市場への青果物や水産物の輸送時間が短縮。
輸送時間短縮に伴う輸送コスト削減や、輸送ルートの選択肢増加に寄与。

R7.8  ヒアリング結果

■青果物取扱業者

R7.8  ヒアリング結果

◆市場内の声

■水産物取扱業者水産物

青果物
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◆花巻市公設地方卸売市場における出荷額

資料：花巻市HP

◆花巻市公設地方卸売市場～花巻南ICの
所要時間・距離の変化

出典：ETC2.0プローブデータ
(平日昼間12h平均速度)

※整備前→R5.5、整備後→R7.5
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◆花巻PAスマートICを主に利用する出荷ルート
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(分)
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花巻南ICのルート変化
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・スマートIC整備後は高速が近くなったように感じた。
・道路の凹凸が少なくなり、患者の負担なく搬送できるようになった。

R7.9  ヒアリング結果

◆県立中部病院～岩手医科大学附属病院のルート変化

３-2. 整備効果－ICアクセスの向上（医療) 7

花巻市内からの搬送のうち、県立中部病院への搬送は約6割を占める。
県立中部病院からの転院搬送のうち、岩手医科大学附属病院への搬送は約7割を占める。花巻PAスマートIC整備に伴い、県立中部病院～岩手医

科大学附属病院の所要時間が約6分短縮。
県立中部病院に関連する搬送時間の短縮や、患者に負担のない搬送の実現に寄与。

県⽴中部病院
56%花巻市内の病院

38%

岩⼿医科⼤学
附属病院

6%

R6年
4,064
件/年

◆花巻消防搬送先

県立中部病院へ約6割搬送

■県立中部病院

資料：花巻市消防本部

◆医療従事者の声

◆県立中部病院～岩手医科大学
附属病院の所要時間・距離の変化

出典：ETC2.0プローブデータ(平日昼間12h平均速度)
※整備前→R5.5、整備後→R7.5

約6分短縮 (km)(分)

◆県立中部病院の転院搬送先
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1%
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資料：岩手県立中部病院
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◆花巻PAスマートIC整備有無に伴うIC10分圏域の変化

３-2. 整備効果－ICアクセスの向上(通勤・通学) 8

花巻PAスマートICの10分圏域人口は約48千人。開通に伴い、前後3ICにおける１０分圏域人口は約8千人増加。
盛岡市との流動が多い中、花巻市内から盛岡市内への所要時間が約4分短縮。
通勤・通学利用者の約7割が「移動時間が短くなった」効果があると回答。「選択肢が増えた」といった声も存在。

◆花巻東BP南口交差点～
盛岡西BP南口交差点間の
所要時間・距離の変化

◆花巻市発着の通勤通学流動

北上江釣子IC
10分圏 約71,600人

花巻PAスマートIC
10分圏 約48,100人

新たに10分圏となる
人口：約8,100人

（48,100人－35,300人ー
4,700人）

重複分
花巻PAスマートIC、
花巻南IC10分圏

約35,300人

資料：R7アンケート結果

出典：R2国勢調査
※隣接自治体は除外

1～
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1,300
4,168

65
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532
1,079

16

310

花巻市

矢巾町

滝沢市

盛岡市雫石町

金ケ崎町

奥州市

平泉町

一関市

北側
計5,946人

南側
計1,937人

北側
約3.1倍

凡例（人）

出典：ETC2.0プローブデータ(平日昼間12h平均速度)
※整備前→R5.5、整備後→R7.5
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69%

50%

45%

26%

12%

0% 20% 40% 60% 80%

移動時間が短くなった

高速道路が利用しやすくなった

快適に移動できるようになった

移動費用が安くなった

移動時間が読めるようになった

◆利用者の声◆通勤通学(月1回以上)利用者における
開通によりよくなった点についての回答

・平日の通勤に利用して
ます。高速道路が利用
しやすくなり助かる。

・花巻PAスマートICが
できた事で、目的地や
行き方に、選択肢が増
えたように思う。

R7アンケート自由回答
※ETC2.0プローブデータ(R7.5/平日昼間12h平均速度)

(「整備無」は花巻PASIC・(市)山の神諏訪線が無いものとして算出)

※R2国勢調査500ｍメッシュ人口を使用

回答数:42

(分)

花巻南IC10分圏
約45,600人

重複分
花巻PAスマートIC、
北上江釣子IC10分圏

約4,700人
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道の駅
はなまき西南
(R2.8開業)

◆道の駅はなまき西南・富士大学～北上江釣子IC間のルート変化

３-3. 整備効果－地域環境の改善(道の駅・富士大学) 9

令和2年8月に開業した道の駅はなまき西南では入込客数が増加傾向にあり、令和6年は令和5年より18万人増と過去最高となった。また、ス
ポーツ活動が盛んな富士大学では、部活動の遠征の際に高速道路を利用。

花巻PAスマートIC整備に伴い、北上江釣子ICから道の駅はなまき西南までの所要時間が約5分、富士大学までの所要時間が約8分短縮。
県外から道の駅への入込客数増加や、富士大学における部活動の遠征や教職員の通勤におけるアクセス改善に寄与。

花巻PAスマートIC
整備後ルート

花巻PAスマートIC
整備前ルート

出典：ETC2.0プローブデータ(平日昼間12h平均速度)
※整備前→R5.5、整備後→R7.5

◆道の駅はなまき西南における入込客数の推移

R7.9  ヒアリング結果

◆道の駅はなまき西南・富士大学の声
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出典：道の駅はなまき西南ヒアリング結果

(年度)

花巻南IC

R5→R6は
過去最大の増加幅

4��

107

・以前と比べて県外からの利用者が増えたように感じる。これはイベント開催や
SNS発信の取組と併せ、スマートIC開通によるアクセス向上の影響もあると思う。

・短い所要時間で高速道路までスムーズにアクセスできるようになり、特に大型バ
ス利用時の利便性が向上したことから、スマートICの利用が多くなった。

・学外へのアクセス案内がしやすくなった。
・教職員の通勤時間が短縮した。

■道の駅はなまき西南

R7.9  ヒアリング結果

■富士大学

富士大学
◆北上江釣子ICからの所要時間・距離の変化

〈道の駅はなまき西南〉 〈富士大学〉(分)(分) (km) (km)



信号機設置等の安全対策

• 事故発生状況を確認し、道路管理者としてできる安全対

策を実施、信号機設置を公安委員会へ要望していく。

※(市)山の神諏訪線・(市)不動下根子線交差点

（南諏訪町交差点）においては、

県公安委員会により既に信号機

を設置済み。 （R7.9.24）

スマートICに関する

案内標示の少なさ、認知度

• アンケートにおいて、周辺道路における案内標示の少なさや、それ

に起因する利用者が迷った事例や、逆走の危険性等の問題につい

て指摘あり。

• 周辺企業へのヒアリングにおいても、(主)盛岡和賀線からの案内

が少ないことや、案内が分かりづらいが故に迂回が生じた事例に

ついても指摘あり。

• 開通し１年半が経過したところだが、スマートICを認知していない

方も非利用者のうち３割。

４.課題整理と今後の利用促進方策に関する検討 10

課題① 方策① 案内標示の拡充、ポスターの作成

• スマートICへの道順を示す案内を拡充し、利用者の分か

りやすさ向上。

• スマートＩＣの上下別の入口位置に関する案内の拡充に

より、誤進入対策・安全対策を図る。

• スマートICの利用を呼び掛けるポスターの作成、HP等

による広報活動。

• 周辺施設のHP内のアクセス情報を更新し施設利用者へ

周知。

スマートIC周辺交差点における事故増加

• アンケートにおいて、 スマートIC周辺における事故増加の指摘や、

信号機設置への要望が多数存在。

• 周辺企業へのヒアリング調査においても、スマートIC近隣の交差

点での交通事故について指摘あり。

課題② 方策②

アンケート調査やヒアリング調査の結果より花巻PAスマートICの課題を整理し、各課題に対する方策の整理を行った。

信号機設置状況


